
平成２５年度第２回小樽市子ども・子育て会議 

 

小樽市のニーズ調査実施(案)について 
１ 趣旨 

 子ども・子育て支援事業計画（計画期間：平成 27〜31 年度）策定に向けて、計画の基礎数値と

なる教育・保育等の需要動向などを把握するため、ニーズ調査を実施する。 

 

２ 内容 

 ニーズ調査の内容は、これまで国から示されている「基本指針」(案)などの関係資料に基づき、

以下のとおりとする。 

 

１ 調査対象 

 

区分 対象者 児童数 
配布 

予定数 

回収率 

(想定) 

回収数 

(想定) 

必須 就学前児童の保護者 
(H25.3.31)
４，２５２人 ２，０００件 ７０％ １，４００件 

任意 放課後児童クラブ利用児童の保護者 
(H25.5.1) 
５９９人 ５２６件 ８０％ ４２０件 

  ※就学前児童の世帯抽出～住民基本台帳からの無作為抽出。市内９地区別の居住状況を 

   勘案。年齢別割合は一定とする。 

 

  ※参考            就学前児童の地域別居住状況         (H25.3月末現在)  

町名  0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 計 割合 

銭函地区  48 59 59 63 49 67 345 8.1% 

朝里地区  169 175 194 174 205 208 1,125 26.5% 

南小樽地区  78 90 101 118 92 103 582 13.7% 

中央地区  79 100 88 101 106 85 559 13.1% 

手宮地区  32 27 40 35 41 38 213 5.0% 

山手地区  74 105 81 90 104 88 542 12.7% 

長橋・ｵﾀﾓｲ地区 67 74 91 77 94 84 487 11.5% 

塩谷地区  16 21 21 24 22 23 127 3.0% 

高島地区  48 51 42 42 46 43 272 6.4% 

全  体  611 702 717 724 759 739 4,252 100.0% 

  

 ２ 調査方法 

・就学前児童の保護者・・・郵送による配布及び回収。 

・放課後児童クラブ利用児童の保護者・・・所管課依頼。放課後児童クラブを通じて実施。 

 

１ 

資料４ 



 

 ３ 実施日程（予定） ※就学前児童の保護者 

・１０月１１日～１７日 市⇒業者     調査票≪原稿≫最終調整・発注 

・ 〃  ２４日  業者⇒市     調査票≪製本版≫受領、郵送準備作業 

・ 〃  ３０日  市           調査票 郵送   [調査期間：３週間] 

・１１月２０日  市           調査票 回収締切 

・１２月中旬  業者⇒市     集計結果の報告 

・ 〃  下旬  市⇒北海道   集計結果の報告  

  (※放課後児童クラブ利用児童の保護者についても上記日程に準じて実施。) 

 

 ３ 調査票の内容 

 

➀ 国の「調査票のイメージ」を基に、調査票を作成する。 

⇒ 青字項目は「量」の集計上、必要項目であり削除不可。他の項目は任意だが、国の集計

方法等の作業手引きが年内に示されることから、削除せず実施。 

➁ 北海道から依頼があった追加調査項目を設問に加える。 

⇒ 別紙１参照 

➂ 小樽市で実施されていない子育て支援事業を設問に加える。 

⇒ 別紙２参照 

➃ 放課後児童クラブ利用児童の保護者用は、国の「調査票のイメージ」から必要項目の

み抜粋し、調査票を作成する。 

⇒ 国の「調査票のイメージ」 Ｐ３ 問１～問６ Ｐ１７ 問２６～問２９を抜粋。 

➄ 「問１ お住まいの地区・・・」は、後日、分析しやすいよう「町丁区分」で表記する。 

⇒ (掲載例) □ 花園 1丁目～５丁目 □ 住吉町・・・ 

➅ 設問はわかりやすく表記する。簡潔な事業内容、料金の例示、事業の実施・未実施な

どを付記する。 

 

以上 

 

 

 

 

２ 



平成２５年度第２回小樽市子ども・子育て会議 

小樽市のニーズ調査実施について(案) ≪市の追加項目≫ 

 

 

 

 

 

 全国の自治体の中には、市内中心部の商店街の空き店舗等を利用して、子育て中の親子が買い

物や用事で外出した際に活用できる「子育て街なか拠点スペース」を整備している事例がありま

す。この「子育てまちなか拠点スペース」では、主に、➀子どもの一時預かり、➁子育て支援事

業の催し、➂交流スペースによる親子の一時滞在、➃授乳やおむつ替えスペースの設置、➄商店

街や他世代との交流事業の開催、➅観光客の休憩・託児利用など、自治体によって、市民ニーズ

などを踏まえて、いろいろな機能を持たせています。 

 本市には、こうした施設・スペースは、ありませんが、次のとおり、うかがいます。 

 

問 40 

 こうした施設・スペースが整備された場合、あなたは利用しますか。（ ➀子どもの一時預かり

などは託児料金があります。）当てはまる番号 1つに○をつけてください。 

１．利用しないと思う。      ⇒問 41へ 

２．市内中心部に出かけた際は利用すると思う。  

３．目的によって利用すると思う。    ⇒問 42へ 

４．たまに利用すると思う。    

 

問 41 

 問 40で「１．利用しないと思う。」に○をつけた方にうかがいます。 

 利用しないと思う理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．市内中心部には、あまり出かけないため。 

２．子どもを連れての外出は大変なため。 

３．あまり興味を引かれないため。 

４．その他（                                ） 

 

問 42 

 問 40で「２．市内中心部に出かけた際は利用すると思う。」「３．目的によって利用すると

思う。」「４．たまに利用すると思う。」に○をつけた方にうかがいます。 

 利用すると考えた理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．市内中心部へ外出する際に便利だと思うため。 

２．子どもを連れて外出する際に便利だと思うため。 

３．買い物や用事の際に一時的な託児を希望するため。 

４．子育て支援事業や商店街などとの交流事業に興味があるため。 

５．交流スペースによる親子の滞在で仲間づくりができるため。 

６．その他（                                ） 

  お子さんの保護者にうかがいます。 

  市内中心部の活性化策と子育て支援に関する質問です。 

別紙２ 



 

問 43 

 こうした事業は、他の自治体で市内中心部の活性化策として、子育て支援事業や商店街の取組

などとタイアップしながら実施されていますが、本市において、市内中心部に「子育てまちなか

拠点スペース」を設けた場合に、問 42で掲げた事業以外にどのような事業を希望しますか。当

てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．地域のコミュニティスペースとして、年代を問わず利用できるようにしてほしい。 

２．保健師や保育士による子育て相談を行ってほしい。 

３．「げんき」などの地域子育て支援センターが実施している事業を行ってほしい。 

４．若年世代が妊娠前の相談などでも気軽に利用できるようにしてほしい。 

５．子育て支援や育児のグループ・サークルが親子向けの催しを行えるようにしてほしい。 

６．街なかでの「にぎわい」をつくるため、色々なイベントを行ってほしい。 

７．ベビーカーなどを備え付けて、貸し出ししてほしい。 

８．その他（                                ） 
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